                     　○○で№１の□□社　　　　　注①
○○のお客様へ！
～□□出来る□□が出来ました　○○実績
　　それがこの□□です！！ 注②
○○が○○、○○で○○、○○、・・・　注③

　　（従来）　　　　　　　　　　　　　　　　（今回）　　　　　　　　　　　　　　　　注④
　　　　　　図、イラスト、写真
　　　　　　（問題点の指摘）　　　　　　　　　　　　（改善点のポイント）
写真：
○○だから　――――――⇒　　○○です　注⑤
○○だから　――――――⇒　　○○です
○○だから　――――――⇒　　○○です
だから

　　　　　　　　　　　　　　　　　なんです！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注⑥
用途例：

――――――――――――――――――――

――――――――――――――――――――

――――――――――――――――――――

実際例：　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・注⑦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　成果実績：　　　　　　　　　　　　　　　　　
お客様の声：

導入実績：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　現物写真等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◎今なら、　　　　　　　を限定　　様にプレゼント　　　　　　　　　　　　　　　注⑧　　　　　　　　　　　　　　　　　

メモ：（当社の紹介、キャンペーン内容、商品補足内容、ネット紹介等：

お問い合わせ先（担当名）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注⑨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○○のお客様には、お気軽に○○下さい。是非、お待ちしております。

一枚提案チラシの作成ポイント

①自社のキャッチコピー

　・自社のコンセプト、権威や実績を一言でチラシのトップの片隅に表現したい。但し、本文とは直接関わりないので、文字は控え目に斜めにする。そうした表現がむしろ印象に残る。

　（例：××の○○｛社名｝。　××で日本№１実績の○○。××で△△を突破、○○。）

②タイトルによる訴え

　・タイトルはまずはじめにお客様の目を引く一番大事な部分。一目で何を訴えているのかがわかり、強い関心を引くことが出来るキャッチコピーや、大きく目立つレイアウトにする。

　　３段論法ストーリーでどこを強調するか。殺し文句の一行一言での表現を工夫したい。

　　○○○のお客様へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←お客様の事情

　　なんと！○○の○○といったすごいメリット。　　　　　　　　←お客様満足（の実現）

　なぜなら従来と比べ、○○が○○と違う□□だからです。　　　←商品サービス（の特徴）　　　　

③サブタイトルでの補足説明

　・キャッチコピーでは、くだけた表現を使いたいし、センテンスも短くしたいので、主旨が十分伝わらないことがある。そこで、サブタイトルを上または下の行に追加して、補足説明を入れたい。この場合は、タイトルが体言止めなら、サブタイトルは文章風に。逆にタイトルが文章風なら、サブタイトルは体言止めにした方がバランスがとれるだろう。

④図や写真でのビジュアル表現

　・タイトルは文字になるため、ここではビジュアルな図やイラスト、写真を入れて、全体に見やすくしたい。（商品内容比較、問題と解決策、メリット、満足場面等の表現）

商品の特徴比較やメリット満足内容は、言葉よりもビジュアルなものに説得力がある。

・数値的なメリットも、使用前使用後の差違をグラフで表現した方が、説得力が増すだろう。

⑤項目毎の簡易説明、あるいは詳細補足説明

　・④で表現した比較内容や満足場面の特徴を項目化し、その項目毎に簡易な説明文を載せる。あるいは全体的なより詳細な補足説明を載せる。

　・ここまで来て、タイトルとビジュアル表現に関心を持ったお客様は、より具体的な内容を確認したくなるだろう。そこで、ここでも簡潔な表現や文章を心がけるものの、多少読みずらくとも文字や文章をいれた説明を載せたい。
⑥メリット、満足内容の再強調

　・そして、ここでも使用することでえられる成果を強調し、メリット、満足内容を再度訴えたい。

⑦実例、実績

　・実例、実績は必須である。その場合、どれだけの成果（の違い）が生まれたかを、デジタル（数値）とアナログ（例：お客様の声等のイメージ）の両方での表現を意図したい。

⑧期間や数量の限定サービス

　・ささやかな物でも効果は高い場合が多い。但し、サービスにはお願いもあわせて考えたい。

⑨問合せ先：

・必ず問合せ先を載せ、気楽に問合せしてもらえるような工夫（言葉、イラスト等）を心がける。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
メリット








